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M16a Solar-C EUVST (高感度EUV/UV分光望遠鏡衛星)：最新状況
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高感度 EUV/UV分光望遠鏡衛星 (Solar-C EUVST)のミッション化に向けて、現在科学的・技術的検討や国際
調整を加速させている。本講演はこの１年における状況進捗を報告する。
Solar-C EUVSTミッションコンセプトは、太陽上層大気形成の謎や大規模なフレア噴出発生の謎の解明に迫

ることを目的とし、高感度 EUV/UV 分光望遠鏡 (EUVST)を搭載した公募型小型衛星である。従来のコロナ分
光観測に比べ約 7倍高い解像度 (0.4秒角)で、10-20倍の有効面積により実現される高い時間分解能で、彩層から
遷移層・コロナ、そしてフレアによる超高温プラズマまで広い温度帯 (104 ∼ 107 K)を温度隙間なく分光観測し
て、太陽外層大気における物質やエネルギーの移動や散逸をとらえる。
2018年 1月の公募機会に出した Solar-C EUVST提案は、宇宙科学研究所理工学委員会による審査の結果、次

の検討フェーズに進めるべき計画の一つとして選定された (2018年 7月)。現在、アイデア実現加速プロセスの一
環として、国際審査の実施や技術的な課題検討等を進めている。EUVSTは日本が望遠鏡構造体および主鏡部の
開発を通じて主導し、米国と欧州諸国が装置一部を分担することで開発する構想である。2018年 11月に米国研
究グループは、NASAに対して米国参加の提案を行い、現在その結果を待っている。


